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11月25日（月）
インフラメンテナンス国民会議北海道フォーラム　シンポジウム
『暮らしを支える地域の水インフラメンテナンス』
　開会挨拶　北海道建設業協会副会長　　栗田　　悟　氏
　基調講演
　　「社会インフラ維持管理の課題とマネジメント」
　　　北海道大学大学院工学研究院教授　横田　　弘　氏
　　「中小下水道の現状と未来」
　　　　中小下水道未来構想研究所代表　高橋　正宏　氏
　話題提供
　　「最近の水道行政の動向について」
　　　　　　　北海道環境生活部環境局　山内　雄一　氏
　　「北海道における下水道事業の取組み」
　　　　　　北海道建設部まちづくり局　山下　誠一　氏
　　「地域自立管理型水インフラとその支援体制」
　　　　　　　　北海道立総合研究機構　牛島　　健　氏
　●場　所　北海道大学　学術交流会館　小講堂　 1階
　●時　間　13:00～17:30（受付12:00～）
　●参加費　無料（要事前申込）
　●定　員　190名
※北海道開発局のHP
　 https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/ki/chousei/splaat000001ckwg.
htmlにて、詳細をご確認のうえ、メールで申し込みください。
　問い合わせ／国土交通省北海道開発局開発調整課
　　　TEL　011-709-2311（内線5494）担当:向上、木村

11月25日（月）
北海道水素地域づくりプラットフォーム令和元年度会合
2018年 9月の「ブラックアウト」から1年余り。今年 9月には
台風15号により千葉県で大規模停電が発生し、エネルギーの
安定供給に関心が高まり続けています。本会合は、分散型エ
ネルギーシステムの有用性と脱炭素化に向けた水素利用の将
来展望、大規模停電の渦中にあった千葉県睦沢町におけるエ
ネルギーの地産地消が地域にもたらす効果などについて講演
いただくことで、分散型エネルギーシステム等に関する認識を
深める機会として開催します。
　基調講演
　　「 再生可能エネルギー社会におけるシステム構成と水素

利用ならびに経済波及効果」
　　　　北海道職業能力開発大学校校長　近久　武美　氏
　講　　演
　　「 地域分散型エネルギーシステム構築に向けた睦沢町の

取組～地域活性化を目指したマイクログリッド～」
　　　睦沢町まちづくり課政策班副課長　麻生喜久夫　氏
　●場　所　イオンモール旭川駅前　 4 階「イオンホール」
　●時　間　15:00～17:30（開場14:30）
　●参加費　無料（要事前申込）
　　申込メールアドレス:hkd-ky-suiso@gxb.mlit.go.jp
　　問い合わせ／国土交通省北海道開発局開発連携推進課
　　　　　　　 TEL　011-709-2311（内線5417、5455）

国営滝野すずらん丘陵公園
　11月 9 日（土）
　森の楽校～鳥の声を聞こう～
　　 「森あそび+クラフト」が体験できるイベントです。滝野の
森にある自然のものを使った遊びとクラフトをお楽しみい
ただけます。今回は鳥や双眼鏡での鳥の観察の仕方など
を勉強できます。

　　　●参加費　クラフト体験のみ200円（駐車料金は別途）
　　　●定　員　クラフト体験15名
　　　●場　所　森の交流館集合
　　　●時　間　10:30～12:30
　　＊ご予約は滝野管理センター（011-594-2222）まで。
　　　当日空きがある場合は、当日も受け付けます。
　11月 9 日（土）・10日（日）
　コキアのほうきづくり
　　コキアを使って、ほうきを作ります。
　　　●参加費　100円（駐車料金は別途）
　　　●定　員　30名／日
　　　●場　所　東口休憩所
　　　●時　間　9:30～12:00、13:30～16:00
　※ 詳細は当公園ホームページ（http://www.takinopark.com/）
をご覧いただくか、滝野公園案内所（011-592-3333）まで
お問い合わせください。
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　 9月の国連「気候行動サミット」では、世界の
国々が「脱炭素社会」の実現に向けた対策を表明
しました。そうした対策を講じても、世界の平均
気温は、更に 1℃近く上昇すると見込まれていま
す。「緩和策」とともに、農作物品種の開発や災
害への備えなど「適応策」も必要です。北海道で
も農作物生育期間の気温は上昇傾向であり、1998
年以降の水稲冷害年の頻度は、以前と比べて半分
となっています。秋の気温上昇によって、果物も
美味しくなっています。ブルゴーニュの高級ワイ
ンの原料として有名なピノ・ノワールは、熟期が
遅く栽培も難しい品種ですが、空知地方でも良質
な果実が生産されるようになり、ワイナリーが増
えてきました。生食用ブドウでも、糖度が高く皮
ごと食べられる「シャインマスカット」が、仁木
町で栽培されています。新たな知見を活用しなが
ら、地域ブランドの創造に挑戦する取組を、応援
していきたいと思います。　　　　　　　（黒﨑）
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